
 

 

 

 

 

    

 

 

 「おぎゃあ。」と、この世に生れ 

てからこの方、人はコミュニケーシ 

ョンをとりながら大きくなってきま 

した。人の赤ちゃんは、周りの人の世話なしでは生

きていけませんから、音声を発して、親や近くの大

人とつながろうとします。やがて、言葉を獲得しな

がら、やりとりを学び、欲求を通したり、我慢をし

たりと、コミュニケーションを通して、物 

事を理解します。保育園や小 

中学校という集団に属してか 

らは、自分の生まれ育った環 

境とは違う子ども達や年の離 

れた大人である先生達と出会

い、違う価値観に出会いながら、「言葉」を通して

思いや考え、気持ち、新しいとらえ方を理解しよう

としています。私達の日常は、コミュニケーション

を介して成り立っています。人はたくさんのことを

「言葉」から学んでいます。 

 １学期約７０日間。約４００時間の授業とその他

の共通の時間や空間。たくさんのことを共有しなが

らも、いろいろないさかい 

もあり、反省したり、反目しあ 

あったり、協力したり、励まし 

あったり…どのシーンでも「言 

葉」を通して、思いを伝え合っ 

てきました。「言葉」はただの 

伝達手段というよりは、その人 

なりの思いや価値観がつまっていると思うのです。

学校の中で話をするときに相手がどんな思いをも

って話そうとしているか、まず私達からしっかりと

受け止められるようにしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 本年度の研究主題を「人とつながり、対話から学

ぶ」としています。授業の中で、なるべくたくさん

の対話の場面を仕組んできました。人はそれぞ 

 

 

 

 

 

れ違うから、ぶつかることもあるけれど、人はそれ

ぞれ違うからこそ、様々なアイディアが出ます。 

それぞれの気付きをつなぎ合わせ、協力することで

たくさんの課題解決をしてきました。学びは、 

 

 

 

 

学校の外にも向かっています。外部の方々から、お

話を伺い、そのことについて質問し、学んだことを

「言葉」を使ってまとめ、発信しています。仕事に

ついてお話を聞くときも、「言葉」に込められてい

る仕事への思いや大切な価値観を感じ取っている

ことでしょう。そして、そこからの学びを通して自

分というものを創り上げていっています。人は「言

葉」を通して成長します。だからこそ、自分の思い

を「言葉」に込めて自信をもって伝えられるように、

相手の思いを大切に聴きながら「言葉」を通して受

け止められるように…引き続き今後の指導につな

げていきます。 

 今年度は、小・中でたった１回ずつでしたが、水

泳指導が復活しました。民生児童委員さんにも、子

ども達の様子を見ていただくことができ 

ました。引き続くコロナ禍においてもでき 

ることを見極めながら、子ども達の力を 

伸ばしていきたいと思います。 

 

           

     

 

 

 

 

 

まなびの森     
学校教育目標「自分を育て 人とつながり 自己実現する児童生徒の育成」 

 

言葉に思いを込めて伝え合おう 

廿日市市立吉和小・中学校 校長通信  

【第４号】R４. ７.20 

校 長 戸崎志乃婦 

２学期もがんばりましょう！ 


